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＜女子やり投／続＞ 
・日本が五輪の女子やり投に代表を送り込むのは 1996年アトランタ大会の宮島秋子（日本
電装）以来。それ以前には、1932年、36年、56年、64年、80年（日本不参加のため「幻
の代表」）、84年、88年にも代表を送っている。 
 
・海老原は、栃木・真岡女子高校時代の全国インターハイでは、１年生の時（2001 年）が
予選落ち、２年生が２位、３年生が３位で３年生の時は七種競技で優勝している。 
 
・日本インカレのやり投は、１年生の時から２・２・１・１位。 
 
・2004年・世界ジュニア５位、2006年・アジア大会３位、2009年・アジア選手権４位、2010
年・アジア大会優勝、2011年・世界選手権９位。 
 
・海老原の母親は、「全国陸上競技愛好会（会員数約 200人）」に所属し、娘の競技会の応
援にもよく出かけている。 
 
 
・２位・的場葉瑠香の 58ｍ93は３ｍ23cmの自己新記録で日本歴代５位。 
 
・５位・久世生宝（95年３月 28日生まれ）の 56ｍ84は、高校歴代２位。ユース日本最高
（従来は、54ｍ34／松本百子／2004年）で、「2012年世界ユース・リスト」のトップ。２
位は中国人選手の 52ｍ64。また「2012年世界ジュニア・リスト」でも２位で、トップの中
国人選手は 57ｍ52。 
 
・久世は、今年 100ｍ12秒 52で走り、七種競技ではインターハイ岡山県大会で優勝（4533
点）し、リレーの１走も務めている。 
 



 

 

 


